総合研究所・都市減災研究センター（UDM）業績報告書（平成２３年度）

テーマ4　小課題番号4.2　大竹 浩靖（機械工学科）
国際学会論文（査読付も含む）

1. Ohtake, H., Mazume, T., Koizumi, Y., Study on Subcooled Flow Boiling Heat Transfer under Oscillatory Flow and Vibration Conditions (Onset Nucleate Boiling, Net Vapor Generation and Critical Heat Flux), Proc. the 19th International Conference on Nuclear Engineering, CD-ROM ICONE 19-44143, 2011.
口頭発表

1. 大竹 浩靖、馬詰 丈彦、地震振動が冷却限界および沸騰気泡挙動に及ぼす影響に関する研究（加熱面振動下のCHF発生機構の考察）、第16回動力エネルギー技術シンポジウム、日本機械学会、大阪、2011年6月
外部資金の獲得

1. 科学研究費補助金・基盤研究(C)、平成21年度～23年度、高張力鋼板（ハイテン・超ハイテン）製造プロセス改善に関する熱工学的検討、研究代表者、平成21年度：2,900千円、平成22年度：500千円、平成23年度：500千円。
修士１名

学士１名

テーマ4　小課題番号4.2　雑賀　高（グローバルエンジニアリング学部）

査読付き論文

1. 野原徹雄，雑賀　高，尿素を原料とするアンモニア燃料水素エネルギーシステムの研究（続報）―酵素触媒による尿素加水分解およびアンモニア分解による水素生成―，日本エネルギー学会誌，Vol.90, No.9, pp.895-904, 2011.

学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

1. 雑賀　高，「ウレアーゼ」新しいバイオ燃料変換マテリアルとしての可能性，マテリアルステージ，Vol.11, No.9, pp.9-11, 2011.
口頭発表

1. 浜野友紀，野原徹雄，雑賀　高，尿素を燃料とする水素エネルギーシステム(第３報)，第20回日本エネルギー学会大会，2011年8月．

2. 鈴木健太，大久保 裕，浜野友紀，雑賀　高，アンモニア燃料・燃料電池自動車の開発設計，第20回日本エネルギー学会大会，2011年8月．
3. 矢川一輝，平野貴之，雑賀　高，CO2回収DMEハイブリッドシステムの研究，第20回日本エネルギー学会大会，2011年8月．

外部資金の獲得

1. 雑賀　高，文部科学省・科研費・基盤研究Ｃ，400千円，水素生成のための尿素エネルギーシステムに関する研究(研究代表者）
博士

1. 野原徹雄、尿素を原料とするアンモニア燃料・水素エネルギーシステムの研究、2011年7月16日
修士４名

学士１名
その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）

１．第6回ワークショップ「エンジニアリング・デザイン教育」の主催

― 真の技術者を育成するエンジニアリング・デザイン教育を目指して ―
2012年2月25日，工学院大学新宿校舎
主催：日本工学教育協会エンジニアリング・デザイン教育調査研究委員会
委員長　雑賀　高
